コロナの国内旅行市場影響、64％まで回復

じゃらん調査、GW20%が旅行に意欲

　リクルートじゃらんリサーチセンターが調査した新型コロナウイルス感染症拡大による旅行市場への影響によると、国内宿泊旅行の意欲は今年1月から8.5ポイント上昇し、64.2％が旅行に前向きなことが分かった。

　旅行を「予定をしており、気を付けながら行く層」は8.2ポイント上昇の18.6％に達し、「旅行をキャンセル・しばらく行かない層」は6.7ポイント下降して16.1％に減少した。全体の20.0％がゴールデンウィーク（GW）の国内宿泊旅行に意欲ありと回答。うち温泉やグルメを30％以上の人が選択しているが、屋外型レジャーを中心に目的が多様化している。

　目的地までの移動方法は「自家用車」と「レンタカー」の合計が58.3％で最も多く、目的地は「居住都道府県と隣接している（境界が接している）都道府県への旅行」と「隣接都道府県よりも遠くの旅行で約300Km圏内への旅行」が26.0％で同率だった。

　希望する宿泊施設は「旅館」が20.2％、「ビジネスホテル」が18.7％と続く。実際に「旅行に行く予定である人」の同行者は「家族旅行（子連れ）」の36.6％が最多で、「夫婦旅行」21.5％、「カップル旅行」14.0％と続いた。

